
 
 
美術館評価とは 

 
美術館が当該美術館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づき美術

館の運営の改善を図るために必要な措置を講ずるよう努めるものです。 
栃木県立美術館では、平成 28（2016）年度から実施しています。 
 
 
 

評価の方法 

 
当館による自己評価と栃木県立美術館評議員会による外部評価があります。 
自己評価は、目標の達成状況について定量的及び定性的評価を行います。 
外部評価は、自己評価結果の妥当性を検証し、今後の美術館運営のあり方について助言を

行うものです。 
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目標値ａ 達成度

達成値ｂ （ｂ/ａ）％
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510,694
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307
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１　定量的評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

達成度　Ａ：100％以上　　Ｂ：100％未満～70％以上　　Ｃ：70％未満

項目 評価

③ 70.0% Ｂ

評価点

① 100.0% Ａ

備考

② 100.0% Ａ

2　展覧会関係

100.0% Ａ

⑤

企画展関連イベント回数

150.0% Ａ

常設展展示替回数

⑦

アートリンク実施回数

116.7% Ａ 毎月1回以上

⑧

アートクルーズ来館学校数

100.0% Ａ

⑥ 10.0% Ｃ

イベント開催回数

⑩

県教委・あーとﾈｯﾄ等教育
関係団体との会議

100.0% Ａ

⑪ 社会教育実習回数 100.0% Ａ

⑨ 60.0% Ｃ

毎週1回以上

5カ年間の入館者数

⑮

ホームページアクセス件数

175.0%

⑫ 102.1% Ａ

⑬ 204.7% Ａ

友の会・ショップとの連絡
会議回数

158.4% Ａ

300.0% Ａ

Ａ

⑯

SNSによる情報提供回数

100.0% Ａ

⑭

レストラン企画展関連ラン
チ提供回数

3　普及教育関係

4　広報関係

6　様々な主体との連携

7　新たな取組

研究公開と社会貢献回数

社会体験学習等回数

学芸員実習回数

5　入館者数関係

（R5の入館者数）

１　調査研究関係

⑰ 新規に取り組んだ事業数

④

企画展開催回数
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 ２ 定性的評価                          

 達成度 Ａ：91％以上  Ｂ：91％未満～70％以上  Ｃ：70％未満   
 評価項目 チェック項目数×3（ａ） 達成度 評価 備考 

 （ﾁｪｯｸ項目数） ◎×3+○×2＋△×1 （ｂ） （ｂ/ａ）％   
 １館運営全般（9） 27 100.0% Ａ  
  27    
 ２調査研究関係（5） 15 100.0% Ａ  
  15    
 ３収集保存関係（7） 21 95.2% Ａ  
  20    
 ４展覧会関係（8） 24 100.0% Ａ  
  24    
 ５普及教育関係（9） 27 96.3% Ａ  
  26    
 ６施設設備管理（4） 12 100.0% Ａ  
  12    
 ７中核的機能関係（6） 18 100.0% Ａ  
  18    
 ８広報関係等（7） 21 95.2% Ａ  
  20    
 ９様々な主体との連携（8） 24 87.5% Ｂ  
  21    
 10新たな取組（4） 12 100.0% Ａ  
  12    

 
定量的評価 
定量的評価は、評価項目ごとに近年の実績の平均的数値等を踏まえて目標値を設定し、目標値

に対する当該年度の実績値の割合（達成度）で評価したものである。 
 Ａ：達成度 100％以上、Ｂ：達成度 100％未満～70％以上、Ｃ：達成度 70％未満 
定性的評価 
定性的評価は、評価項目（チェック項目）ごとに館員がその意識や姿勢等を自己評価し、その

評価を、担当課長→副館長→館長の順に検討した上で最終評価としたものを点数化し、各項目の

満点数に対する当該年度の得点数の割合で評価したものである。 
 Ａ：達成度 91％以上、Ｂ：達成度 91％未満～70％以上、Ｃ：達成度 70％未満 
〔◎：十分達成できた（３点）、○：概ね達成できた（２点）、△：達成不十分（１点）〕 
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３ 評価結果一覧 

 

 

４ 新たに取り組んだ（改善した）事業等 

概 
 

要 

○ ママパパ鑑賞応援デーの実施 

未就学児がいる家庭にもゆっくり美術作品を鑑賞してもらうことを目的に職員が

応援バッジを付け作品の説明など鑑賞のサポートを行うことで、来館することにた

めらいのある潜在的なファンへのアプローチを図った。 

 

○ 獨協医科大学との連携授業の実施 

授業の一環として、医学部学生に対面鑑賞教育を実施。美術作品の客観的な事実を

観察し、そこからの気付きを基に、ディスカッションするため学芸員がファシリテー

ターを務め、学生のコミュニケーション能力の向上や美術作品への理解を図った。 

 

○ 携帯電話を使用することで作品解説を手元で確認できる取組 

 携帯電話で QR コードを読み込めば展示作品全てのキャプションを見ることを可能

とした。 

  

成 
 

果 
○ ママパパ鑑賞応援デーの実施 

 「子どもが泣いたら心配」などと、美術鑑賞にためらいがちな未就学児がいる 39 家

族 135 名が参加し、成功を収めた。 

 

○ 獨協医科大学との連携授業の実施 

 従来、対面鑑賞教育を実施した際の対象者は小中学生だったが、年齢層を拡大でき

たことで、今後は教職課程の学生も対象にするなど、波及効果が期待できる。 

 

○ 携帯電話を使用することで作品解説を手元で確認できる取組 

 作品鑑賞への利便性を向上させることで、作品鑑賞をより快適にし県民に親しまれ

る美術館となることに貢献した。 

 

 

 

 

区分 Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 

定量的評価項目 （17） １４項目 １項目 ２項目 

定性的評価項目 （10） ９項目  １項目 ０項目 
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５ 自己評価総括 

評 
 
 

価 

(1)  定量的評価 
◎ 全体の 82％にあたる 14 項目がＡ評価となったが、「③企画展関連イベン

ト回数」がＢ評価に、「⑥アートクルーズ来館学校数」「⑨社会体験学習等

回数」がＣ評価にとどまる結果となった。 
・ Ｂ評価の「③企画展関連イベント回数」については、「冨井大裕展」関連の

実績が 1 回になったことを踏まえ、各企画展ごとに計画段階から目標の達

成とともに効果的なイベントを検討していくこととしたい。 
・ Ｃ評価の「⑥アートクルーズ来館学校数」については、コロナ禍の影響も

あり参加校が少ない状況であった。 
・ 令和 5 年 5 月には、新型コロナウイルス感染症の法律上の位置づけが 5 類

感染症に変更されましたが、学校行事は前年度中に計画されることも多く、

実施されなかった。 
・ また、学校現場に美術館の事業内容が周知されていないことも一因と考え、

年度末に各小中学校宛てに、改めて通知を行うなど参加校の増加に向け取

り組んでいる。 
・ 同じくＣ評価の「⑨社会体験学習等回数」については、中学校と美術館の

日程調整がつかない場合もあり、目標値を下回る結果となった。中学校と

早めに調整することで、受け入れ回数の増加を図りたい。 
(2)  定性的評価 

◎ 全体の 90％にあたる９項目がＡ評価となり、「9 様々な主体との連携」が

Ｂ評価となった。 
・ Ｂ評価の「9 様々な主体との連携」については、『ショップやレストラン』

との連携は十分であったが、「ボランティアの活用等」が少ない状況であっ

た。現在、協力いただいている業務はポスター、チラシの発送業務のみで

あるが、今後は館内の環境整備等にも協力いただけるよう調整を図りたい。 
【評価総括】 

令和５年度も、前年度の定量的評価・定性的評価において不十分であった項目

について、それぞれ達成値の改善達成に向けて取り組んだが、引き続きコロナ禍

の影響もあり、アートクルーズ来館学校数は大きく目標を下回ってしまった。 
今後とも、学校教育との連携など対応の検討を進めるべき課題もあるが、限ら

れた財源の中で意欲的に事業に取り組み、幅広い美術館ファンの獲得に向けて努

力した。 
  また、老朽化した施設・設備の計画的な改修など美術館のみでは対応できない

大きな課題については、主管課である文化振興課等と協議・連携しながら検討及

び対応を進めている。 
これらを総合的に勘案すると概ね適正な運営であった。 
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課 
 

題 

【今後の主な課題】 
 学校との連携の強化 
 老朽化した施設・設備等の計画的整備 
 ボランティアの効果的な活用 

対 

応 

の 

方 

向 

【対応の方向】 
 市町や学校教員へ美術館事業を積極的に情報提供し、具体的な連携策につい

て検討を進める。 
 老朽化した施設・設備を適時・適切に改修し、美術館としての機能維持に努

める。 
 ボランティアの意向や他館の状況などを踏まえ、効果的なボランティア活動

を進める。 
 

 
 
６ 外部評価 

意 
 
 

見 
 
 

等 

令和５（2023）年度の美術館の運営状況については、概ね適正に運営され

たと判断し、次の項目を意見とする。 
 

① 学校への美術館事業の広報について 
美術科だけでなく、社会科など他の科目でも教育課程に合うコレクションな

どをピックアップし美術館事業の PR や、出前講座の取り組みなど、新たな視

点で学校への周知に努めて欲しい。 
② ボランティアの効果的な活用について 

ボランティアの活動内容について、美術館の本務に関わる業務も含めるなど

見直しし、ボランティアの幅広い活用を検討して欲しい。 
 

 



定性的評価項目チェックリスト   

    ◎：十分、○：概ねできた、△：不十分 
区分 チェック項目 達成度 

１
館
運
営
全
般 

1 館と本庁主管課との連絡調整を十分に行ったか ◎ 

2 定例の課長会議及び学芸会議は開催できたか ◎ 

3 突発的な事案に関して、課長会議等は十分に開催できたか ◎ 

4 館長、課長等と館員のコミュニケーションは良好だったか ◎ 

5 本庁主管課及び全館員が承知する中期・年度計画は策定したか ◎ 

6 自己評価は実施したか ◎ 

7 外部評価は実施したか ◎ 

8 栃木県立美術館評議員会の意見等は全館員に周知したか ◎ 

9 年報やホームページ等で館の運営状況を公表したか ◎ 

２
調
査
研
究 

1 調査研究内容について学芸課内で情報共有しているか ◎ 

2 調査研究予算の獲得について努力をしたか ◎ 

3 各学芸員は幅広く見聞を広めているか ◎ 

4 県内の現役作家等についての研究にも積極的に対応したか ◎ 

5 我が国及び世界の現在の美術状況についても研究しているか ◎ 

３
収
集
保
存 

1 収集方針に沿った収集を行ったか ◎ 

2 作品の保存状況等について定期的に点検したか ◎ 

3 収蔵庫等の温湿度管理は適正に行ったか ◎ 

4 収集作品の修復は計画的に行ったか ○ 

5 収集作品の他館及び県内市町への貸出に前向きに対応したか ◎ 

6 寄贈者に対して適切な対応を実践したか ◎ 

7 収集に関する情報収集は定期的に行っているか ◎ 

４
展
覧
会 

1 企画展・常設展は、計画に近い内容で開催できたか ◎ 

2 出品リストは作成・配付したか ◎ 

3 音声ガイドは順調に作成・貸出しできたか ◎ 

4 図録又は解説のための小冊子等を作成したか ◎ 

5 展示状況について定期的に点検したか ◎ 

6 入館者の鑑賞状況等をチェックし交流等を図ったか ◎ 

7 入館者の満足度等をアンケート等で把握し、その結果を検証したか ◎ 

8 企画展の自己評価を行い、検証をしたか ◎ 

５
普
及
教
育 

1 イベントの定期的な開催について努力したか ◎ 

2 参加者数は満足のいくものだったか ◎ 

3 参加者の満足度等をアンケート等で把握し、その結果を検証したか ◎ 
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4 各事業では講師等の協力を十分に得ることができたか ◎ 

5 団体利用の際にオリエンテーションの実施等に積極的に努めたか ◎ 

５
普
及
教
育 

6 学校との連携をより深めることができたか ◎ 

7 学校の教員向けのイベントは開催したか ◎ 

8 障害者の美術鑑賞の研究及び情報収集に努めたか ○ 

9 各事業の振り返りを実施したか ◎ 

６
施
設
管
理 

1 施設設備の危険個所等の有無について定期的なチェックはしたか ◎ 

2 館を挙げての防災訓練を実施したか ◎ 

3 施設面での国際化への対応について検討しているか ◎ 

4 不慮の事故等に備えての保険には通年で加入したか ◎ 

７
中
核
的
機
能 

1 県内の他の美術館・博物館等との積極的な交流を図ったか ◎ 

2 市町美術館等の求めに応じた、適切で親身な助言等はできたか ◎ 

3 県内外の学会、研究会、委員会等に積極的に貢献したか ◎ 

4 栃木県博物館協会の事業等に積極的に貢献したか ◎ 

5 各種団体等の協力要請に、前向きな対応姿勢を示せたか ◎ 

6 学芸員実習生の積極的な受入と適切な指導は図れたか ◎ 

８
広
報
関
係
等 

1 企画展毎の広報会議の早期開催について努力したか ◎ 

2 広報体制を確立し、各自の役割分担が明確になっているか ◎ 

3 ホームページ上で、必要に応じたタイムリーな情報提供ができたか ◎ 

4 フェイスブック、ツイッターの活用は十分だったか ◎ 

5 広報対象毎に戦略的に効果的な広報を行ったか ○ 

6 広報は衆目を集めるような魅力的なものにする配慮をしたか ◎ 

7 報道関係者との交流には積極的に努めたか ◎ 

９
様
々
な
主
体
と
の
連
携 

1 友の会への支援（会員増への協力など）を常に意識していたか ○ 

2 友の会とのコミュニケーションに努めたか ◎ 

3 ショップの魅力向上策について検討したか ◎ 

4 ショップ運営に関して進んで協力したか ◎ 

5 レストランの利用促進に協力したか ◎ 

6 レストランの企画展関連メニュー等に関してともに検討したか ◎ 

7 ボランティアの活用は順調に推移したか ○ 

8 ボランティアとの関係性の向上のための積極的な交流に努めたか ○ 

10 1 新型コロナウイルス感染症対策を徹底したか ◎ 

新
た
な
取
組 

2 50 周年に向け、積極的に取り組んだか ◎ 

3 民間企業とのタイアップによる企画展の開催手法を検討したか ◎ 

4 館としての新たな取組の模索を常に意識していたか ◎ 
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